
「安心して学べる学校」

「心のSOSに気づく学校」

を目指して

厚沢部町立厚沢部中学校

「令和７年度不登校対策総合実践事業」成果資料



１ 推進地域の児童生徒の現状

２ 目標、目指す子ども像

• 年々不登校生徒が年々増加傾向

• 特に中学校段階で顕著に表れる。

• 小学校時代から傾向を抱える児童

が存在（入学後の本人や保護者面

談から）



３ 今年度の取組①

冨家教授 道徳授業 R７.5.1
１年：自己効力感
２・３年：自己調整能力を学ぶ

アセスメントと専門家連携
～定期的な心理調査で生徒の安全を確保～

◎「hyper-QU」の定期実施

◎「ほっと」「心と身体のチェックリスト」

◎「学校風土アンケート」2ヶ月に1回実施

◎ 冨家教授による道徳科授業

定期的なオンラインカウンセリング実施



３ 今年度の取組①～保護者の声・職員の声～

「今まで学校とここまで共有できるとは思っていなくて共
有できるってこんなに安心するんだと日々思っています。
先生が窓口になってくれて、私はたくさん救われています。」

「私が救われるってことは家族も救われていると思います。
自分の子だけでなく子どもたちみんなが救われてほしいと
思っています。だから先生にはありがとうしかありません！」

（保護者）

「話を聞いてくれて、否定されずに寄り添ってもらえて、このま
までいいんだと思えました。」

「専門家の先生にお話してもらって、勉強になります。」

「一緒に考えてもらって嬉しいです。」

「安心します。」

「自分達の分析が先生の分析と合っているので、アセスメントの結
果にも安心が生まれます。」

オンラインカウンセリング↑
本校カウンセリングルーム↓



３ 今年度の取組②

支援体制の強化
～教職員が連携し生徒を支援～

◎情報共有の徹底

◎役割分担の明確化

◎SCとの連携

◎教育相談COによるSST

道徳科、構成的グループ

エンカウンター

◎教育相談COとの連携を強化



３ 今年度の取組② 生徒の声～Padletで振り返り共有～

みんなありがとう！

自分のいいところを探せと言わ

れてもたぶんあまり見つけられな
いってのが大体だと思っていて、
だからこそ、相手に良さを伝えて
もらうことに大きな意味がある気
づいた。
こういう授業の中だけでもいい

から相手のいいところに気づいて
伝えてあげる所にも意味があると
思った。

自分のことをこんな風に

思っているんだと新しい発見
があった。相手から言葉をも
らった時は心が温まった。自
分の気持ちを話すことで相手
に対する気持ちも正確に知る
ことができた。今回の授業は
自分にとって気づきの多い授
業だった。

新たな発見

そして嬉しかった

気づいたことは相手に気持ちを

伝えることで相手も自分も嬉しい
気持ちになるんだなと気づきまし
た。自分のことをどう思っている
のか知れて良かったです。

自然とありがとうが

言えるように

中3男子

嬉しい！ 口角UP笑笑😊
自信がついた。 中1女子

あまり気がつかれていなさそうな所まで言ってく

れて本当に心が温まりました。 中1男子

自分では気づかなかった自分の良さに

気づかされました。見ている人は見てい
るんだなと思いました。心があったかく
なりました。 中1女子

中3年女子

中3男子



３ 今年度の取組③

オンライン授業の導入
～生徒の学習機会を広げる取組～

・校内支援センターの充実
→個別対応を実施

→オンラインでの授業参加

→教科担当教員による指導



３ 今年度の取組③ 校内支援センター

ここだから、安心して勉強で

きます。教室で勉強してたら

ずっと黙ってるな・・

こんなに英語が読めるとは思いませんでした。

見に来て良かったです！ありがとうございます。

教育相談COは定期的に面談を実施

この教室が安心します。

ここで勉強するのがいい
です。(女子）

まずは気持ちを「聴きましょう」「困ったときには、沢山の大人が周りにいるよ。」の風土作り

セルフコンパッ
ションのエクサ
サイズが好きで
す。（女子）



３ 今年度の取組④ 校外支援センター

【校外支援センター利用生徒の声】

支援センターに参加してよかったです。

大人数集まったり、人と話すのが苦手なのでリモートをしてい

たけど、人と話す機会が少なくなっていました。だから、支援セ

ンターに参加して、先生たちと会話できるのがとても楽しいです。

生徒：次はいつかな！

越前：1月23日だよ😊



４ 取組のポイント～3つの視点～
◎物理的・心理的境界を越えた「学びの多層化」

・校内支援センター（会議室・相談室・CO室）と校外支援センター同時展開
・ICT活用による学びの機会の保証

◎「専門性」を武器にした具体的なアプローチ

・教育相談COによる直接介入
・冨家教授とのオンライン連携（道徳科授業）
・その他講師・助産師等による道徳科授業

◎「数値」で可視化された生徒の安心感と変化

・多角的な調査の実施
・担任対象に「ほっと」を実施（教員と生徒の“温度差”を埋めるヒント・生
徒と担任の感覚のズレを可視化）

・各アセスメントツールの分析（指導部長）→学年団で具体的指導方策を決定
し全職員で共有（指導につなげる試み）

・冨家教授とカンファレンス
・ICT活用による学びの機会の保証



５ 成果と課題 学校風土アンケート

４名のうち、３名は時折登校、
１名は校外支援センター参加。
学校は、各家庭と継続して連絡
をとり生徒理解に努めている。

【本校の強み】安心と信頼が全校で定着



５ 成果と課題～課題～

● 心のケアを日常の“当たり前”に

● 挑戦を可視化し、讃える認める文化のさらなる浸透

● 「見てもらえている」「困っている」実感の個人差

への対応

● 魅力ある授業～授業に内在化した生徒指導の充実～

● 持続可能な小学校連携を強化

こぼれ落ちる声を見逃さない



６ 次年度以降の取組に向けて

1．小さな気づき・声かけを全職員で意識する
日々の生活や授業の中で「ちょっとした違和感」に気づき、共有する文化を大切に。

2．学年・職種を越えた“ゆるやかな連携”の継続
ケース会議だけでなく、日常的な立ち話やメモで情報をつなぐ。
「担任だけが抱えない」「担当だけに任せない」関係を続ける。

3．学校だけでは抱えきれないからこそ、地域とともに
教育委員会・小学校・保健師・ＳＣなど、子どもを支える地域の大人たちとのつながりを
整理・共有し、すぐに動ける体制を期待。

4．「子どもアンケート」の定期実施と活用
年に数回の実施で、子ども自身の声を見える形で共有。

5．「挑戦を讃える」学校文化の浸透
小さな挑戦を日常的に認め合える、安心できる風土が、不登校予防の土台になる。

〜持続可能な「誰一人取り残さない学校」づくりのために〜


